
取付説明書

純正マフラー を取り外します。
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＜取付所要時間の目安＞
約 40分

⑥ キャップボルト  ( M8×25 ) 
⑦ 平ワッシャ( 大 ）
⑧ フランジナット
⑨ サブ・ステー

　

×２
×２
×２
×１

① エキゾーストパイプ
② サイレンサーボディー
③ サイレンサーバンド／ラバー
④ ６角フランジボルト  ( M10×20 )
⑤ キャップボルト  ( M10×40 )  

×１
×１
×各２
×１
×２

※サイズの単位：mm〈商品内容〉

ボアアップやローダウン化などを行なっている車輌では
車体の振動が増える事でマフラーの負担が大きくなり、
クラック発生などの思わぬトラブルを招く可能性があります。
この様な仕様変更によるトラブルは保証の対象外と
なりますので予めご了承下さい。

●１

※ 説明書内の写真は試作品の為、実際の商品とはパイプの形状等、一部異なる場合があります。　
※ 作業はセンタースタンドを立てた状態でエンジンマフラーが完全に冷えた状態で行なって下さい。
※ 本製品にはエキゾースト・ガスケットは付属しておりません。取り付け後の排気漏れを防ぐ為にも車種専用の物をご購入の上、新品に交換して下さい。
※ ボルト類の組み付け時には、緩み防止の為に“ ネジロック剤 ”を塗布の上、締め付ける様にして下さい。
※ キズ付き防止の為に、マフラー取り付け部廻りの塗装部分にはあらかじめガムテープ等を 貼っておく事をお勧めします。

PURE SPORT - S
2021- NMAX125 (8BJ-SEG6J)作業開始前に本書を必ず一通りお読みになり、

内容をよく理解してから作業を始めて下さい。

サイレンサー部を固定している３本の
ボルトを抜き取り、純正マフラーを
ゆっくりと車体から取り外します。

エンジンとマフラー接合部の
エキゾーストガスケットを新品に
交換しておきます。
（別途お買い求め下さい。）

エンジン差し込み部のナット（×２） 
を緩めて取り外します。
ナットは後で再使用します。

排気ガスセンサーを取り外します。　まず配線をたどっていった先にある黒いコネクターを取り外しておきます。
コネクターは内側の爪を小さいマイナスドライバーなどで押し広げる様にして取り外します。
センサーの配線に無理がかからない様に注意しながらセンサーをマフラーから取り外します。

１１１
２２２

３３３

サイレンサー部を固定していた３箇所のうち、
上部のボルト穴はこの後使用しませんので
塞いでおきます。付属の６角フランジボルト④ を
使用して本締め固定しておきます。

・・・使わなくなるボルト穴を
塞いでおきます
・・・使わなくなるボルト穴を
塞いでおきます

エキゾーストガスケット
ヤマハ純正品番：BK7-E4613-00

エキゾーストパイプ ① をエンジンに
仮組みします。

フランジの固定には純正のナットを
再使用し、仮止め状態で先に進みます。

排気ガスセンサーを取り外したままの状態でメインスイッチをONにしますと、
センサー部に異常があると判断してメーターの警告灯が点灯してしまいます。
一度点灯した警告灯は簡単に解除できません。
マフラーの装着作業が完了するまでメインスイッチには絶対に触れないで下さい。
万が一警告灯を点灯させてしまった場合には専用の機材による点検、
解除が必要です。車輌ご購入先のバイクショップに相談して下さい。

サブステー ⑨ をキャップボルト⑤ を使用して車体に仮組みします。
サイレンサーボディー ② をエキゾーストパイプ ① にゆっくりと差し込みます。　
接合部分からの水滴垂れや排気漏れを防ぐ為にも接合部にあらかじめ
液体ガスケットを塗布して組み付ける事をおすすめします。

②

①①

②

ストッパーに突き当たる所まで
差し込みます
ストッパーに突き当たる所まで
差し込みます

⑨⑨

PURE SPORTマフラー を仮組みして行きます。 ●２
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

配線を一旦ガイドから外して
自由にしておきます
配線を一旦ガイドから外して
自由にしておきます

コネクターコネクター

①①

⑤⑤

⑤⑤

④④

220115
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マフラー表面の汚れや油分が付いたままの状態で熱が加わりますと、後で落とすのが困難になりますのでご注意下さい。

　 各部のクリアランスや取付状態を確認し、仮組みしていた箇所全てを本締めします。
　 本締めを終えたらマフラー表面の汚れや油分をパーツクリーナーでしっかりと拭き取ります。

●３

エンジンを始動し、各接続部から排気漏れの無い事を確認しましたら作業終了となります。

●　４

220115

エンジンや外装との隙間など、干渉して
いる所がないか良く確認して下さい。
干渉している場合にはあらためて各部を
緩めて位置を調整します。

※ 安全にご使用いただく為にも取り付け状態やボルトの緩みのチェックは定期的に行なって下さい。
※ 装着直後は、しばらくの間マフラー内部に残った油分により、臭いや排気出口から白煙が発生する場合がありますが、徐々に収まっていきます。
※ 製品によっては、サイレンサーやマフラー本体に小さな穴を空けている事があります。これは水抜き用に設けられた穴ですので、特に問題はございません。
※ 本製品は構造上使用状況によってアフターファイヤーが発生する場合がありますが、性能や耐久性に問題が生じるものではございません。
※ しばらくお使いいただく内にマフラー接合部から、微量の排気漏れや水滴がたれてくる事があります。
　 この事は性能に影響を及ぼす様な異常とはなりませんが、著しく排気漏れが発生している場合には接合部に液体ガスケットを塗って
　 組み直す事をおすすめします。
※ 本製品では純正マフラーのスチール素材よりも肉厚が薄く、硬いステンレス素材を採用しています。走行状況によりましては
　 エンジンの細かい振動によってボディーパーツやサスペンションのスプリングが共振、共鳴する事があります。
※ 本製品で使用しておりますステンレスはその特性上、熱によって表面に焼け色が付いてきますがこの現象は異常ではございません。
　 また、弊社より発売中のケミカル『ホロクリンジェルSP』をお使いいただきますと非常に効果的に焼け色を落とす事ができます。
※ サイレンサーシェル（筒）に着色されたチタン素材を採用している製品では研磨剤の入ったワックス等は一切使用しないで下さい。
　 せっかくの着色が落ちてしまいます。一度落ちてしまうと再着色が出来ません。乾拭きも細かい拭きキズが付きますので避けて下さい。
　 日頃のお手入れはたっぷりの水で汚れを洗い流し、パーツクリーナーで拭き上げて下さい。汚れのひどい時には泡状に吹き付けたマジックリンを使用して
　 柔らかい布で優しく拭き上げ、最後にパーツクリーナーで仕上げて下さい。
※ 【グラス・ウールは消耗品です！】　マフラーの使用期間・使用状況によっては、音量が大きくなる事があります。
　使用距離：10,000km毎を目安にサイレンサー内部消音材（＝グラス・ウール）の交換をおすすめ致します。  （詳細は弊社までお問い合わせ下さい。）

上記内容も合わせて良くご理解いただいた上でご使用下さい。

重
要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

最後にセンタースタンドを動かし、動作に問題がない事を確認して下さい。

●５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　 排気ガスセンサーを固定し、コネクターを接続し、配線をガイドに通して納めます。
コネクターは奥まで確実に接続された事を確認して下さい。　コネクターを接続するまではメインスイッチをONにしてはいけません。

リベットが頂点にくる様に位置を調整
しておきます。

リベットリベット

※ ボルト類には、緩みを防止する為に
“ ネジロック剤 ”を塗布の上、
締め付ける様にして下さい。

③
③

②

③

⑤

⑤

⑥

⑦

⑥

⑦

⑨

⑧

⑧

サイレンサーボディーを付属のバンドと
ボルト類を使用してサブステーに仮組みします。　
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